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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学生の３段階成長モデルとその育成支援システムの開発研究を行っ
た。大学生が自律的な学習者になるためには、動機づけ、学習戦略、メタ認知などの認知的要因を学び、日々の
活動に反映させる必要があることが明らかになった。これらの文脈において学習者の行為主体性が鍵となること
がわかった。その学習を支援、促進するために、ピアチュータリング環境をデザインしつつ、学生が自律的学習
者となるための３段階成長モデルを構築した。そのモデルに基づいた教育実践を通して、学習カリキュラムと教
材を開発した。最終的に、広く多くの教育現場で活用できるよう、教員に向けた書籍と学習者に向けた書籍をそ
れぞれ出版した。

研究成果の概要（英文）：In this research, the three-step growth model for university students and 
their learning support system were developed. It became clear that in order for university students 
to become autonomous learners, it is necessary to learn cognitive factors such as motivation, 
learning strategies, and metacognition and reflect them in their daily activities. It was also found
 learner agency is the key in these contexts. Along with the peer tutoring environments has been 
designing for supporting and promoting their learning, the three-step growth model for students to 
be autonomous learners had been developed. Through educational practices based on that model, 
learning curriculum and materials were developed. Finally some books were published for teachers and
 learners be used widely at many educational settings.

研究分野： 教育工学
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インストラクショナルデザイン

  ５版



１．研究開始当初の背景 

現代の日本の高等教育においては、基礎学
力や学習意欲の低下などから、導入教育、リ
テラシー教育やその補習などが、全国的に行
われている。社会の変化に対応する能力の育
成のために、これらの学習支援活動を組織化
しつつ、申請者らがこれまで開発してきたピ
アチュータリング活動を発展させることで、
その解決を図る。これまでの研究成果から、
学生が自律的学習者になるためには、教わる
者から教える者へという、経験段階に合わせ
たメタ学習力（状況に合わせた学習方略の獲
得と利用）の育成が鍵となることが明らかに
なってきている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、申請者らが開発したピアチュ
ータリング活動およびその運用システムに
おける、チューターおよびチューティーのメ
タ学習力の成長に応じた支援のあり方に注
目する。この学習支援をさらに発展させ、チ
ュータリングを受ける段階、チュータリング
をする段階、チューター研修を実施する段階
で、段階的に学習を促進する支援システムを
構築し、「大学生の 3 段階成長モデル」を確
立することを本研究の目的とする。 

 

３．研究の方法 

学習者が自己のおかれた状況を認識し、理
解を深め、より高次の理解に至るためのシス
テムとして成立させるために、これまでの研
究成果を発展させ、学習者のメタ学習力の成
長を段階的に支援し、促進させることへ焦点
化する。そのために、実践研究を実施する機
関となる複数の大学の実情に合わせて、シス
テムを部分的に調整することにより、実践を
試みる。そこから、全国展開のために必要な
要素、デザイン原則を抽出し、学生が自律的
学習者となるための３段階成長モデルとそ
の育成支援システムを構築する。 

 そのため、(1)研修設計、(2)理論的検討、
(3)学習目標・評価方法・教育内容、(4)3 段
階成長モデル、(5)3 段階モデルと理論、(6)
成長を促進する学習項目、に関して研究開発
を行なっていく。これらの研究開発について
は、実践研究を実施する機関となる複数の大
学で、連携をとりつつ試験的運用を行う。そ
れらの結果を総合し、全国の大学での運用を
目指し、育成支援システムのドキュメントを
整備する。 
 
４．研究成果 
ピアチュータリングを実施する一方で、学

習者のメタ学習力の成長を段階的に支援し、
促進させるための理論的検討を行なった。そ
の結果を踏まえ、ピアチュータリングや反転
授業を含めた大学生の学習支援活動を、複数
の大学で実践研究を行った。その過程におい
て、研修の設計、研修や授業の実施、自習テ
キストなどを開発した。実践研究を実施する

機関となる大学の実情に合わせて、部分的に
調整を加えることにより、複数の大学におい
て実践を行った。それらの結果を検討し、実
践を改善し、テキストを改良した。そこから、
全国展開のために必要な要素、デザイン原則
を抽出し、学生が自律的学習者となるための
３段階成長モデルを構築し、そのモデルに基
づき、学習カリキュラムとテキストを開発し、
教員に向けた書籍と学習者に向けた書籍を
それぞれ出版した。 

 

(1)研修設計へのシステム的アプローチ 
本研究の学習支援の中で、チューター研修

の設計は重要な役割を果たす。そこでこれま
での研究成果を活かし、『研修設計マニュア
ル』としてテキスト化し出版した。ここでは、
研修を目標達成のための最後の手段として
位置付ける優先順位を採用した。インストラ
クショナルデザイン（以下 ID）の基礎を研修
設計の文脈で学ぶことを目的とした入門書
である。ID の根幹は、現状（入り口）と目標
（出口）とのギャップを埋めるための最善の
方法を選択して実行し、改善を重ねて徐々に
目標に近づけるというシステム的アプロー
チである。これをその形から、逆三角形設計
法と名付けた（図 1）。 

 

 

図 1 研修設計の逆三角形設計法 

 
(2)自己調整学習理論の検討 
本研究の目的の要となるメタ学習力（状況

に合わせた学習方略の獲得と利用）に関し、
多くの共通要素を含んでいたことから、拡張
のための基礎的理論として「自己調整学習」
について検討した。自己調整学習とは、学習
者が自身の目標を達成するために、体系的に
方向づけられた認知、感情、行動を自分で始
め続ける諸過程のことである。 

この学習過程に対する能動的関与は、3 つ
の要素と 3 つの段階から構成される。3 要素
とは、動機づけ、学習方略、メタ認知、3 段
階とは、予見段階（課題分析、自己動機づけ



／信念）、遂行段階（自己コントロール、自
己観察）、内省段階（自己判断、自己反応）
である。この 3 段階を螺旋的なサイクルとし
て回していく。このサイクルを、学習状態の
記述を含めた要素モデルとして示す（図 2）。 

 
図 2 自己調整学習の要素モデル 

 
(3)学習目標・評価方法・教育内容の整合 

ID には様々な理論やモデルが存在する。何
を学んでほしいのか（学習目標）、学んだか
どうかをどのように判断するのか（評価方
法）、そして、学びをどのように助けるのか
（教育内容・方法）の 3 つを改善しながら、
教育活動を改善・向上していく。そこで自習
用 e ラーニングシステムを活用するために、
e ラーニングの質を 5 段階に分け整理したレ
イヤーモデルに適切な指標と技法を対応さ
せた。5 段階のレベルと、質の達成指標と達
成に適切な ID 技法の対応を示す（表 1）。 

 

(4)3段階成長モデルの構築 
本研究の目的の一つである大学生の 3 段階

成長モデルは、4 つのレベルからなる。各レ
ベルに対応した学習支援、すなわち研修や講
義、ワークショップなどに参加しつつ、学習
者や学習支援者としての経験を通して、成長
が促される。その段階と段階に応じた支援を
図に表した（図 3）。また、それらのレベルと
学習目標を整理した（表 2）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 レイヤーモデルに対応した指標と技法 
 

eラーニ

ングの質 
達成指標 主な ID技法 

レベル 3： 

学びたさ

(魅力の要

件) 

継続的学習意欲、没入感、

つい余分なことまで、将来

像とのつながり、自己選

択・自己責任、好みとこだ

わり、ブランド、誇り 

動機づけ設

計法 

(ARCS モ デ

ル） 

成人学習学

の原則 

レベル 2： 

学びやす

さ(学習効

果の要件) 

学習課題の特性に応じた

学習環境、学習者のニーズ

にマッチした学習支援要

素、共同体の学びあい作

用、自己管理学習、応答的

環境 

学習支援設

計法 

(9教授事象） 

構造化・系列

化技法 

レベル 1： 

わかりや

すさ(情報

デザイン

の要件) 

操作性、ユーザビリティ、

ナビゲーション、レイアウ

ト、テクニカルライティン

グ 

プロトタイ

ピング 

形成的評価

技法 

レベル 0： 

ムダのな

さ(SME 的

要件) 

内容の正確さ、取り扱い範

囲の妥当性、解釈の妥当

性、多義性の提示、情報の

新鮮さ、根拠・確からしさ

の提示、適正な著作権処理 

ニーズ分析

法 

内容分析法 

職務分析法 

レベル３： 

いらつき

のなさ(精

神衛生上

の要件) 

アクセス環境、充分な回線

速度、I T 環境のレベルに

応じた代替的利用法、サー

ビスの安定度、安心感 

学習環境分

析 

メディア選

択技法 

 

 
図 3 大学生の 3段階成長モデル 

 
 

表 2 学習者の段階と学習目標 
 

成長段階 支援レベル 学習目標 

レベル 0 大学入学時レベル 大学入学の学習経験 

レベル 1 
チューティーレベ

ル 
メタ学習の意識化 

レベル 2 チューターレベル 
メタ学習を意識した

学習支援可能 

レベル 3 
マスターチュータ

ーレベル 
高度な学習支援可能 

 



(5)3段階成長モデルと自己調整学習 
本研究の大学生の 3 段階成長モデルと、自

己調整学習では、メタ認知や動機づけなどの
認知理論的背景が重なるところが多くある。
そこで 3段階成長モデルの育成に自己調整学
習の指導方略を統合するため、3 段階成長モ
デルの学習項目と自己調整学習の要素を比
較検討した。その結果、共通項が多数みられ
るものの、前者にはない要素と段階が見いだ
された。それは自己効力感などの学習者の情
動的側面であり、またそれを実行する予見、
遂行、内省というサイクルである。 

3 段階成長モデルとそれを支援する目的で
開発してきたテキストの項目は、レベル 0 か
ら 3 まで直線的に提示されている。それぞれ
のレベルや項目の中で、内省活動は含まれて
いるものの、それがいかに次のレベルへつな
がっていくのか明示されていない。レベルご
とのサイクル、項目ごとのサイクルといった
時間軸による活動についても明示されてい
ない。 

Nilson(2013)は、大学生を自己調整学習者
に育成するための方略を「時間軸」を用いて
示した。時間軸とは、特定の課題や活動のみ
ならず、1 時限の授業、1 科目の授業すなわ
ちコース全体などのように、異なる時間単位
に自己調整の事前段階、遂行段階、事後段階
の 3 段階を導入することである。各時間軸に
おける 3 段階を、自己調整学習の指導方略と
して提案している。時間軸に沿って包括的に
指導を実践していくことで、より確実に育成
できるとする。その適用範囲は授業だけでな
く、読む・見る・聞くといった基礎的な学習
活動、メタ課題の作成、試験や小テスト、成
績評価などが含まれている。 

大学生の 3 段階の育成を時間軸としてとら
えれば、レベル 1 では、学習や思考に関する
資料を読み、講義や議論に参加し、レポート
にまとめることや、授業の目標や 1 年間の目
標を記述し、自己調整学習スキルを自己評価
するなどの活動が考えられる。レベル 2では、

1 年間学んだ教材や課題についてふり返って
論述すること、教材を思い出して書き自らを
テストすること、後輩に対してテスト問題を
作成すること、学んだことを視覚的に提示し
発表するなどの活動がある。レベル 3 では、
自分が獲得した知識とスキルについて、実践
計画を立て、将来の活用法についてレポート
を書くこと、スキル表を各科目と対応させて
書くこと、後輩に向けた手紙を書くなどの活
動がある。 

日本における自己調整学習に関わる実践研
究や書籍は、これまで研究者向け、あるいは
初等中等教育実践家向けがほとんどであっ
た。Nilson(前掲)は、高等教育に関わる研究
成果を集め、効果的な指導方法を具体的な形
で書籍として示していたことから、本研究の
一環として、これを翻訳し、『学生を自己調
整学習者に育てる』として出版した。 
 
(6)成長を促進する学習項目 
これまでの調査、実践結果および、自己調

整学習との比較検討結果を踏まえ、成長を促
進するための学習項目をレベルごとに整理
した（表 3）。そこから、3 段階成長モデルに
したがって、学生が自分自身の学びを設計で
きるようになるためのテキストを開発し、成
長を支援するため、成長段階と学習項目をあ
わせて全体像を表した（図 4）。テキストを活
用しながら実践を行い、そのフィードバック
を受け改良し、『学習設計マニュアル』とし
て出版した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表 3 学習者の成長段階と学習項目 
 

成長段階 学習項目 目的 

レベル 0: 

大学入学時レベル 

高校までの学習経験 

メタ認知的方略: 

学習環境、学習資源、学習スタイル、メタ認知、

自己調整など 

自分の学びと向き合う 

レベル 1: 

チューティーレベル 

メタ学習の意識化 

リソース管理方略: 

アサーション、傾聴、協同学習、ブレインストー

ミング、討論技法、時間管理、援助要請など 

学びの場をつくる 

レベル 2: 

チューターレベル 

メタ学習を意識した学習支援可能 

認知的方略: 

学習意欲、ARCSモデル、記憶、目標設定、課題分

析、指導方略など 

学び方を工夫する 

レベル 3: 

マスターチューターレベル 

高度な学習支援可能 

実践・将来計画: 

構成主義、正統的周辺参加、要求分析、キャリア、

アクションプランなど 

これからの学びを考える 

 



 
図 4 段階的成長を支援するための全体像 

 
今後に向けて 
本研究では、ピアチュータリング環境をデ

ザインし、段階的指導方法や内容、教材群を、
理論と実践を踏まえ開発してきた。申請者ら
はそれぞれ所属する大学において、これまで
の研究成果を活かし、課外学習支援を行うピ
アチュータリングの制度や、地域と連携した
プロジェクト型学習を実施する組織を立ち
上げ、現在も運営している。今後は本研究成
果をもとに、大学教育（フォーマル）、職場
研修（ノンフォーマル）、地域活動（インフ
ォーマル）の場に展開していく予定である。 
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